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【禁忌・禁止】 

1.  
2. 本電極は未滅菌品のため生体の皮膚表面以外での使用 
3. 高気圧酸素治療装置内での使用 
4. 可燃性麻酔ガスあるいは高濃度酸素の雰囲気内での使用 
5. 磁気共鳴画像診断装置（ＭＲＩ）との併用 
6. 皮膚疾患や創傷のある部位における使用 

 
【作動原理】 
本製品は、サーミスタの抵抗値が温度によって変化することを利用し、
サーミスタ温度センサによって皮膚等の体表面体温を測定する。 
 
**【形状・構造及び原理等】 
 
＜形状＞ 
 
品番：TS-Y400-AS30 
説明：体温計プローブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
品番：TA-NK-2AD03 
説明：体温中継コード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
品番：TA-Y400-AD50 
説明：延長ケーブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜原材料＞ 

プラグ端：PA6 樹脂＋ABS シェル、 

ケーブル：TPU、 

プローブ端：ステンレス製ダイヤル＋エポキシ樹脂封止 

＜性能＞ 

⚫ 測定範囲：25°C～45°C 

⚫ 最大許容誤差：±0.1°C 

⚫ 応答時間：標準 150s、実測 100s 

⚫ 感電防止の保護種別：ホストユニットによって決定される 

⚫ 感電防止の保護等級：タイプ BF 適用部 

⚫ 動作モードによる分類：連続運転 

⚫ 温度プローブの定格電圧および周波数：ホストユニットによっ
て決定される 

 

 

 

 

【使用目的又は効果】 

測定機器に接続し、体温測定のため、通常体表面に装着する器具であ
る。本品は、一時的な使用での短期的使用を意図しており、洗浄して再
使用することができる。 

 
【使用方法等】 
＜使用方法＞ 

1. 使用前に、医療用洗浄・消毒手順に従って洗浄・消毒を行う 
2. 測定機器本体の取り扱い方法に従い、体温プローブを接続する 
3. 体温センサ先端部を腋下にテープ等で取り付ける 
4. 測定機器本体の画面に体温が表示されることを確認する 
5. 測定終了後、体温センサを患者から取り外して、測定機器本体か

ら外す 
6. 体温プローブは次回の使用に備えて清浄な状態にしておく 

 
【使用上の注意】 
＜取り扱いの注意＞ 

⚫ 本製品の使用温度範囲を遵守する 
⚫ 体温センサ部に物理的圧力を加えない 
⚫ コネクタは、装置の指定された入力端子にしっかり接続する 
⚫ 装置からコネクタを外す時は、コネクタ部を持って静かに引き

抜き、リ－ド線を強く引っ張らない 
⚫ コネクタの根本部分を折り曲げないよう注意する 

＜使用後の清掃＞ 
⚫ 消毒や殺菌は、約 70％のイソプロピルアルコールまたはエチ

ルアルコールを含ませた柔らかい布で清掃っする。塩素、ケト
ン、エーテルまたはエステル溶剤による洗浄や消毒をしない 

⚫ アルコール、有機溶剤、洗剤またはアルカリ溶剤に浸さない。
ケーブルの被膜が破損する 

⚫ コネクタに水が掛からないように注意する 
 

【保管方法及び有効期間等】 
＜貯蔵･保管方法＞ 

⚫ 50℃以下の温度で室内保管する 
⚫ 水分、気圧、風通し、日光、ほこり、塩分、硫黄分などの影

響を受けるおそれのない暗部な場所に保管する 
⚫ 化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しない 
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